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[主張]　興亞の基本思想[footnoteRef:1] [1:  この文章は単行本『同胞に告ぐ』には収録されていない。] 


　去 (さ)る十一月 (がつ)十八日 (にち)興 (こう)亞 (あ)院 (いん)第 (だい)二回 (くわい)委 (い)員 (いん)會 (くわい)に、興 (こう)亞 (あ)院 (いん)總 (そう)裁 (さい)が提 (てい)出 (しつ)された東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)確 (かく)立 (りつ)の基 (き)本 (ほん)思 (し)想 (そう)に關 (くわん)する諮 (し)問 (もん)答 (たふ)申 (しん)案 (あん)が、本日 (ほんじつ)十一日 (にち)滿 (まん)塲 (ぢやう)一致 (ち)可 (か)決 (けつ)されて、興 (こう)亞 (あ)院 (いん)に廻 (くわい)附 (ふ)され、實 (じつ)行 (かう)に移 (うつ)さるゝことゝなつた。
　東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の根本 (こんぽん)性格 (せいかく)として、（一）東 (とう)亞 (あ)の共 (きよう)同 (どう)防 (ぼう)衛 (えい)、（二）帝 (てい)國 (こく)主 (しゆ)義 (ぎ)的 (てき)機 (き)構 (こう)の廢 (はい)絶 (ぜつ)、（三）アジア的 (てき)共 (きよう)同 (どう)體 (たい)制 (せい)の樹 (じゆ)立 (りつ)、（四）新 (しん)東 (とう)方 (ほう)文 (ぶん)化 (くわ)の昂 (こう)揚 (よう)が擧 (あ)げられて居 (を)り、新 (しん)經 (けい)濟 (ざい)體 (たい)制 (せい)としては歐 (おう)米 (べい)の帝 (てい)國 (こく)主 (しゆ)義 (ぎ)的 (てき)搾 (さく)取 (しゆ)支 (し)配 (はい)を排 (はい)除 (じよ)するとともに、日 (につ)本 (ぽん)自 (みづか)らの利 (り)己 (こ)的 (てき)獨 (どく)占 (せん)活 (くわつ)動 (どう)を抑 (よく)制 (せい)し、列 (れつ)國 (こく)の植 (しよく)民 (みん)地 (ち)的 (てき)貪 (どん)欲 (よく)の擅 (せん)塲 (ぢやう)としての支那 (しな)を轉 (てん)じて、東 (とう)亞 (あ)諸 (しよ)民 (みん)族の共 (けう)榮 (えい)の樂 (らく)土 (ど)たらしむることを以 (もつ)て、東 (とう)亞 (あ)新 (しん)經 (けい)濟 (ざい)秩 (ちつ)序 (じよ)の眼目 (がんもく)とせねばならぬ[、]と云 (い)ひ、支那 (しな)に關 (くわん)しては、名 (めい)實 (じつ)共 (とも)に近 (きん)代 (だい)的 (てき)獨 (どく)立 (りつ)國 (こく)家 (か)としての資 (し)格 (かく)を具 (ぐ)備 (び)せしむることは、東 (とう)亞 (あ)樞軸 (すうじく)の一柱 (ちう)として、新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)を分 (ぶん)擔 (たん)せしむるに缺 (か)くべからざる要件 (ようけん)とある。
　次 (つぎ)に國 (こく)家 (か)目 (もく)的 (てき)に關 (くわん)しては、支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)遂 (すい)行 (こう)による、膨 (ぼう)大 (だい)なる犠 (ぎ)牲 (せい)において、日 (につ)本 (ぽん)の求 (もと)むるところは、領 (れう)土 (ど)や賠 (ばい)償 (しやう)ではなく、實 (じつ)に東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の建設 (けんせつ)にあるが、これがゆゑんは、一民 (みん)族の征 (せい)服 (ふく)と強 (けう)力 (りよく)支 (し)配 (はい)の方途 (ほうと)は、日本民 (につぽんみん)族の腦 (のう)奥 (おく)に内在 (ないざい)する皇 (こう)道 (どう)的 (てき)至 (し)上 (じょう)命 (めい)令 (れい)に適 (てき)合 (ごう)しないからである。蓋 (けだ)し『ウシハク』[footnoteRef:2]にあらずして『シラス』[footnoteRef:3]ことを以 (もつ)て本 (ほん)義 (ぎ)とすることは、わが皇 (こう)道 (どう)の根 (こん)本 (ぽん)原 (げん)則 (そく)であり、同 (どう)時 (じ)に支 (し)那 (な)王 (おう)道 (どう)の理 (り)想 (そう)でもあるからであると云 (い)ひ、更 (さら)に一歩 (ぽ)を進 (すゝ)めて、〝民 (みん)族主 (しゆ)義 (ぎ)發 (はつ)達 (たつ)以 (い)後 (ご)の近 (きん)代 (だい)世 (せ)界 (かい)において、民 (みん)族主 (しゆ)義 (ぎ)を輕 (けい)視 (し)するは危 (き)險 (けん)多 (おほ)き世 (せ)界 (かい)政 (せい)策 (さく)なるを以 (もつ)て、わが日 (につ)本 (ぽん)の世 (せ)界 (かい)經綸 (けいりん)は、必 (ひつ)然 (ぜん)諸 (しよ)民 (みん)族の自 (じ)主 (しゆ)的 (てき)聯 (れん)合 (がふ)の指 (し)導 (どう)者 (しや)たるべき方向 (ほうかう)によるべきである″となつて居 (ゐ)る。 [2:  「ウシハク（領く）」は「自分のものとして領有する」の意。]  [3:  「シラス（知らす）」は「お治めになる」の意。] 

　以 (い)上 (ぜう)が興 (こう)亞 (あ)院 (いん)委 (い)員 (いん)會 (くわい)の答 (たふ)申 (しん)案 (あん)たる、東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)建 (けん)設 (せつ)の基 (き)本 (ほん)思 (し)想 (そう)をなすものであるが、同 (どう)時 (じ)に帝 (てい)國 (こく)の國 (こく)家 (か)目 (もく)的 (てき)即 (すなは)ち帝國 (ていこく)の精神 (せいしん)の宣言 (せんげん)でゞもある。
　かゝる道 (どう)義 (ぎ)的 (てき)國 (こく)家 (か)意 (い)思 (し)の表 (へう)明 (めい)は、實 (じつ)に歴 (れき)史 (し)上 (ぜう)に類 (るい)例 (れい)のないことであつて、かの歐 (おう)米 (べい)人 (じん)乃 (ない)至 (し)歐 (おう)米 (べい)の利 (り)益 (えき)社 (しや)会 (くわい)思 (し)想 (そう)に感 (かん)染 (せん)して居 (を)る者 (もの)共 (とも)には、その眞 (しん)意 (い)が解 (わか)らないかも知 (し)れない。これをしも彼 (かれ)等 (ら)一流 (りう)の見 (けん)解 (かい)によつて、いはゆる外 (ぐわい)交 (かう)的 (てき)辭 (じ)令 (れい)の如 (ごと)く曲 (きよく)解 (かい)するかも知 (し)れない。しかしながら今 (こん)後 (ご)の帝 (てい)國 (こく)の實 (じつ)踐 (せん)によつて、これ等 (ら)の意思 (いし)表明 (へうめい)が、讀 (よ)んで字 (じ)の通 (とほ)りで一點 (てん)の修 (しゆ)飾 (しよく)もなき、眞 (しん)意 (い)そのものであることを示 (しめ)す日 (ひ)が遠 (とほ)くないであらう。日 (につ)本 (ぽん)の皇 (こう)道 (どう)の何 (な)んたるかを天 (てん)下 (か)にしらすことが即 (すなは)ち世 (せ)界 (かい)を救 (すく)ふことでなくてはならない。
[bookmark: _GoBack]　吾 (われ)等 (ら)國 (こく)民 (みん)たるもの、先 (ま)づ皇 (こう)道 (どう)の眞 (しん)髄 (ずい)を體 (たい)して、一人 (り)一人 (り)この精 (せい)神 (しん)に生 (い)き、この精 (せい)神 (しん)の具 (ぐ)現 (げん)者 (しや)でなくてはならない。そして先 (ま)づ、アジアの諸民 (しよみん)族に、この尊 (たふと)い精 (せい)神 (しん)をば悟 (ご)得 (とく)、體 (たい)得 (とく)せしむる役 (やく)割 (わり)は、實 (じつ)は吾 (われ)等 (ら)國 (こく)民 (みん)銘 (めい)々の責 (せき)務 (む)であることを自 (じ)覺 (かく)せねばならぬ。
